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柑橘類搾汁残渣を有効利用した製品開発 
 

 

１．目的 

スダチ，ユズ等の柑橘類搾汁残渣は，一部は堆肥

化しているものの大半は焼却，産業廃棄物として処

理されている．しかし，この搾汁残渣の果皮部分に

は柑橘類の特徴である精油成分が豊富に含まれてい

ることから，この精油成分を抽出することで搾汁残

渣からの新たな製品展開が可能となる．そこで，搾

汁残渣から高品質の精油成分と副産物である芳香性

の水溶液を抽出し，これらを活用した製品開発を目

指して試験を実施した． 

 

２．方法 

1)柑橘類搾汁残渣からの精油，芳香性水溶液の抽出 

スピニングコーンカラム(SCC)システムによる分

子蒸留装置を用い，スダチ及びユズ搾汁残渣から精

油成分と芳香性水溶液を抽出する条件等を検討した． 

2)精油，芳香性水溶液の香気成分分析 

 スダチ及びユズ搾汁残渣から抽出した精油，芳香

性水溶液に含まれる香気成分をGC-MSで分析した． 

3)製品の試作 

 スダチ搾汁残渣から抽出した精油及び芳香性水溶

液を利用した製品開発に向けて試作，検討を行った． 

 

３．結果 

 SCCシステムでは蒸気量と蒸気温度の 2つの条件

設定が，香気の特徴に大きく影響する．今回の研究

では主に蒸気量を調整し，回収量等を検討した．そ

の結果，蒸気量 12％で香気が良好な精油を安定して

回収できることが確認された．そして，300kg の搾

汁残渣を用いて抽出試験を実施し，精油と芳香性水

溶液の混合溶液が約 10％得られた．  

 スダチ搾汁残渣から抽出した精油及び芳香性水溶

液のトータルイオンクロマトグラムは図 1，2のとお

りである．精油の成分組成はリモネンが約 60％と最

も多く，リモネンやγ-テルピネン，α-ピネン等の

テルペン類が香気成分の 74％を占めていた．官能評

価でもスダチに特徴的な香気を十分保持しており，

抽出工程での香気成分の劣化はほとんど認められな

かった．一方，芳香性水溶液についてもスダチ特有

の香りを有していたが，含まれる香気成分組成比は

精油と若干異なっていた．芳香性水溶液ではδ-3-カ

レンが最も多く含まれ，次いでリモネン，カルボン

等が含まれていた．また，精油では全成分の 16％程

度であったアルコール類やアルデヒド類が，芳香性

水溶液では約 42％を占めていた．アルコール類やア

ルデヒド類はテルペン類に比べると水に溶けやすい

性質であるため，精油より芳香性水溶液の方へ多く

移行したものと推測される． 

 抽出物の製品化については，精油は良好な香気を

保持していることからアロマセラピー等への利用が

期待される．芳香性水溶液は精油よりも酸化等によ

る香りの劣化が少ないため香料としての製品化を目

指し，スダチエッセンスの試作を行った．試作した

スダチエッセンスのトータルイオンクロマトグラム

を図 3に示す．試作したエッセンスは飲料や食品の

香りづけ等への利用に適していると考えられる． 
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図 1 スダチ精油のトータルイオンクロマトグラム 
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図 2 スダチ芳香性水溶液のトータルイオンクロマトグラム 

エ
タ
ノ
ー
ル 

リ
モ
ネ
ン 

γ-

テ
ル
ピ
ネ
ン 

図 3 スダチエッセンスのトータルイオンクロマトグラム 


